
（
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）

（
溶
接
検
査
の
実
施
）

第
十
三
条

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
十
第
一
項
の
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
工
程
ご
と
に
行
う
。

一

開
放
、
分
解
、
非
破
壊
検
査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
、
摩
耗
及
び
異
常
の
発
生
状
況
を
確
認
す
る

た
め
に
十
分
な
方
法

二

試
験
操
作
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
定
期
事
業
者
検
査
は
、
一
定
の
期
間
を
設
定
し
、
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵

施
設
が
そ
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
状
態
を
維
持
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
一
定
の
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
考
慮
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
作
業
を
行
う
と
き
（
第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め
溶
接
に
係
る
場

合
及
び
溶
接
作
業
の
標
準
化
、
溶
接
に
使
用
す
る
材
料
の
規
格
化
等
の
状
況
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会

が
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
こ
の
工
程
に
お
け
る
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
場
合
を

除
く
。）。

二

法
第
四
十
三
条
の
十
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
（
以
下「
溶
接
の
技
術
基
準
」と
い
う
。）

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
非
破
壊
試
験
を
必
要
と
す
る
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
非
破
壊
試

験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

一

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
点
検
、
検
査
又
は
取
替
え
の
結
果
か
ら
示
さ
れ
る
有
意
な

劣
化
の
有
無
及
び
有
意
な
劣
化
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
劣
化
の
傾
向

三

溶
接
の
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
機
械
試
験
を
必
要
と
す
る
溶
接
部
に
つ
い

て
は
、
機
械
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

二

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
耐
久
性
に
関
す
る
研
究
の
成
果
そ
の
他
の
研
究
の
成
果

三

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
類
似
す
る
機
械
又
は
器
具
の
使
用
実
績
（
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
と
の
材

料
及
び
使
用
環
境
の
相
違
を
踏
ま
え
た
も
の
に
限
る
。）

四

溶
接
の
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
耐
圧
試
験
又
は
漏
え
い
試
験
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
（
第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め
溶
接
に
係

る
場
合
を
除
く
。）。

５

第
二
項
の
一
定
の
期
間
は
、
定
期
事
業
者
検
査
を
開
始
す
る
日
の
三
月
前
ま
で
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
一
定
の
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
方
法
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
定
め
た
検
査
実
施
要
領
書
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
一
定
の
期
間
は
、
十
二
月
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
事
業
者
検
査
の
記
録
）

（
溶
接
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
四
条

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
年
月
日

二

検
査
の
対
象

第
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
十
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
漏
止
め
溶

接
の
み
を
し
た
第
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
（
耐
圧
部
分
に
つ
い
て
そ
の
溶
接
の
み
を
新
た
に

す
る
も
の
を
含
む
。）を
使
用
す
る
場
合
と
す
る
。

三

検
査
の
方
法

五

検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

六

検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七

検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

八

検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

九

検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

２

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
そ
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
後
五
年
が
経
過
す
る
ま

で
の
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

四

検
査
の
結
果

（
廃
止
措
置
中
に
お
い
て
定
期
事
業
者
検
査
を
要
す
る
場
合
）

（
溶
接
の
方
法
の
認
可
）

第
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
廃
止
措

置
対
象
施
設
に
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
九
号
の
性
能
維
持
施
設
が
存
在
す
る
場
合
と
す
る
。

第
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
十
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
溶
接
施
行
工
場
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

溶
接
施
行
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量

四

溶
接
施
行
方
法
の
種
類

五

溶
接
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
が
行
う
溶
接
施
行
方
法
の
範
囲
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